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第２章 食に関する現状と課題 

２－１ アンケート調査結果の概要 

（１）調査の目的 

  小牧市食生活等に関するアンケート調査は、小牧市民の食生活等に関する現状や考えを把握し、

「第２次小牧市食育推進計画」策定の基礎資料を得る目的で実施しました。 
 

（２）調査の設計 

 名 称 一般市民調査 小中高校生調査 保育園・幼稚園調査 

（１）調査地域 小牧市全域 小牧市内の小学校・中学校・高等学校 小牧市内の保育園・幼稚園 

（２）調査対象 小牧市に在住する

20 歳以上の男女 

小学５年生（4校/16 校中） 

中学２年生（2校/9 校中） 

高校２年生（1校/4 校中） 

園児
※1

及び保護者 

保育園（2園/19 園中） 

幼稚園（2園/11 園中） 

（３）標 本 数 1,500 サンプル 942 サンプル 511 サンプル 

（４）抽出方法 無作為抽出 － － 

（５）調査方法 郵送法 学校にて配布、回収 保育園・幼稚園にて配布、回収

（６）調査時期 平成 23 年 9月 9日～9月 26 日 

 ※1 保育園・幼稚園保護者に園児及び保護者自身の食生活等の状況について調査を行いました。  

（３）回収結果 

◆一般市民調査 

配布数 

1,500 

（100.0％） 

回収数 未回収数 

609 

（40.6％） 
891 

（59.4％） 
有効 無効 

606 

（40.4％） 

3 

（0.2％）

※白紙票は無効としました。 

◆小中高校生調査 

学年 有効 

小学５年生 309 

中学２年生 365 

高校２年生 268 

計 942 

◆保育園・幼稚園調査 

区分 有効 

保育園・幼稚園 511 

 

 

（４）グラフの見方 

①比率はすべてパーセント（％）で表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しました。

そのためパーセント（％）の合計が 100 にならないことがあります。 

②基数となるべき実数は「件数」として掲載しました。したがって、比率は件数を 100％

として算出しています。 

③クロス集計を行っている場合、分析軸に使用した設問に無回答がある場合、全体の基数

と分析軸の基数との合計が合わない場合があります。 

④複数回答が可能な質問の場合は、その項目を選んだ人が回答者全体のうち何％なのか、

という見方をします。そのため、各項目の比率の合計は通常 100％を超えます。 

⑤表・グラフ等の見出し及び文章中での回答選択肢は、本来の意味を損なわない程度に省

略して掲載している場合があります。 

⑥保育園・幼稚園調査結果については回答対象が園児の場合「園児」とし、保護者対象の

場合は「園児保護者」とします。 
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【凡例】 

（％） 

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

86.6

87.8

4.3

4.4

6.3

4.4
2.6

1.7

0.7

1.2

無回答
ほとんど毎日

食べる

週に４～５日

食べる

週に２～３日

食べる

ほとんど

食べない

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

88.7

80.9

4.7

6.5 7.93.9

2.8
3.4

0.8

0.4

＜園児＞

今回調査（H23） 511

前回調査（H20） 597

94.3

93.1 4.7

3.5

0.7

0.4 1.2

1.3

0.2

0.6

89.9

87.4

80.6 81.7

92.1

87.3

59.9

87.4

91.6
91.0

94.3
93.1

55.0

60.0

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

前回調査（Ｈ20） 今回調査（Ｈ23）

一般市民・男性 一般市民・女性 高校２年生

中学２年生 小学５年生 園児

（％）

基本目標１ 食を通じて健やかな身体をつくろう の現状 

 

①朝食の欠食状況 

毎日朝食を食べる人は、一般市民、園児については現状維持だが、小中高校生については

7.8％増加。特に高校生が増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

朝食を「ほとんど毎日食べる」の割合の推移 
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【凡例】 

（％） 

【凡例】 

（％） よいと思う

多少の問題

はあるが、

だいたいよ

いと思う

問題があり

改善したい

と思う

問題があり

改善したい

と思うが変

えることが

難しい

問題がある

と思うが、

改善したい

とは思わな

い

無回答

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

22.6

22.5

57.1

59.6

6.9

5.610.8

11.1

0.9

1.0

0.6

1.3

食べている 食べていない わからない 無回答

件数

一般市民 606

高校２年生 268

中学２年生 365

小学５年生 309

園児 511

50.7

45.5

56.4

69.6

65.2

26.6

17.5

7.7

8.1

16.6

34.8

21.7

17.6

35.8

22.4

0.6

0.6

1.1

0.3

1.1

②自身の食生活の評価 

自身の食生活を『よいと思う※1』人は、約８割。 

前回調査と比較すると、『よいと思う』は 2.4％減少し、『問題があると思う※2』はわずかに増

加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1「よいと思う」「多少の問題はあるが、だいたいよいと思う」の計 

※2「問題があり改善したいと思う」「問題があり改善したいと思うが変えることが難しい」「問題があると思うが

改善したいとは思わない」の計 

 

③よく噛んで味わって食べているか 

食事をよく噛んで味わって「食べている」人は一般市民、小学生、中学生、園児において半

数以上だが、年齢が上がるにつれて減少傾向。一方で、「食べていない」が一般市民で約３割、

高校生、園児ともに１割以上で、中学生、高校生は３割以上が「分からない」と回答。 
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【凡例】 無回答遅い ふつう 速い その他

一般市民 224 316

156 175

小学５年生 138 164

＜男性＞ ＜女性＞

91

件数 件数

中学２年生

高校２年生 122

13.4

18.0

12.8

17.4

44.2

45.1

56.4

63.8

30.1

18.1

35.2

41.5

0.9

0.8

0.8

0.6

0.7

15.5

18.7

25.7

22.0

58.2

57.1

58.3

68.3

13.7

9.1

25.3

23.1

0.6

1.7

0.3

0.6

0.6

1.1

（％） 

園児 511

園児保護者 511

件数

35.6

9.8

53.6

54.4

9.8

34.1

1.0

0.7

1.8

④食べる速度について 

  食べる速度が「速い」の割合は年齢が上がるにしたがって高くなり、性別では女性に比べ男性

が高い。 
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【凡例】 

（％） 

【凡例】 

（％） 

無回答
よく内容を

知っている

だいたい内容

を知っている

内容はあまり知

らないが、言葉

は聞いたことが

ある

はじめて

聞いた

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

5.6 36.0

31.2

24.1

24.92.6 40.6

33.5

0.7

0.8

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

9.0 33.2

23.1

23.4

29.66.8 36.8

33.2

3.7

1.2

＜園児保護者＞

今回調査（H23） 511

前回調査（H20） 597

4.3 47.0

37.9

11.0

16.82.3 42.2

36.6

0.8

1.2

無回答
いつも参考に

している

ときどき参考

にしている

あまり参考に

していない
まったく参考に

していない

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 252

前回調査（H20） 231

12.3 38.5

47.2

10.3

6.98.7 35.5

37.3

1.7

1.6

＜園児保護者＞

今回調査（H23） 262

前回調査（H20） 240

11.1 43.1

43.3

6.9

7.58.3 40.0

38.5

0.8

0.4

⑤食事バランスガイドの認知 

「食事バランスガイド」について、内容の認知度※1は一般市民において 7.8％、小中高校生、

園児の保護者において１割以上増加。言葉の認知度※2は、小中高校生は 8.7％、園児保護者で

は 5.5％増加したが、一般市民ではほぼ変化なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1「よく内容を知っている」「だいたい内容を知っている」の計 

※2「よく内容を知っている」「だいたい内容を知っている」「内容はあまり知らないが言葉は聞いたことがある」の計 

 

⑥食事バランスガイドの活用 

「食事バランスガイド」を知っている人は増加しているが、そのうち『参考にしている※3』

割合は一般市民では 5.1％減少し、園児保護者では 2.6％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※3「いつも参考にしている」「ときどき参考にしている」の計 
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今回調査=606

前回調査=683

体重

栄養のバランス

血圧

運動習慣や体力の維持

生活習慣病予防（糖尿病、
がん、心臓病、脳梗塞など）

コレステロール値

血糖値

食品の安全性

休養と睡眠

歯の病気（むし歯、歯周病、
歯の喪失）

飲酒と健康

腹囲（へそ周り）

アレルギー疾患（アトピー、
ぜんそくなど）
心の問題（ひきこもり、摂食
障害、自殺、うつ病など）

タバコと健康

健康食品の利用方法

その他

特にない

無回答

(%)

43.7

32.5

28.9

24.8

24.3

22.9

22.4

18.2

11.2

10.1

10.1

7.9

7.1

5.8

5.6

2.1

0.2

1.5

0.8

38.5

32.2

24.3

26.2

22.1

16.3

33.8

15.5

7.9

6.4

6.9

6.1

6.4

5.0

0.4

1.3

1.0

25.3

0 20 40 60

  i
 i

 今回調査（H23）

 前回調査（H20）

⑦食と健康に関して関心のあること 

食と健康に関して関心のあることは、１位「体重」（43.7％）、２位「栄養のバランス」（32.5％）、

３位「血圧」（28.9％）。 

前回調査と比較すると、「体重」「血圧」「血糖値」等は増加し、「食品の安全性」が大幅に減

少。 
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【凡例】 

（％） 

無回答
今のままで

よい

少しだけ

太りたい

かなり

太りたい
少しだけ

やせたい

かなり

やせたい

件数

今回調査（H23） 224

前回調査（H20） 253

今回調査（H23） 316

前回調査（H20） 368

＜一般市民・男性＞

＜一般市民・女性＞

32.6

32.8

9.4

13.0

10.3

9.9
0.8

0.9
45.5

43.1 0.4

1.3

32.9

32.6

6.6

5.7

10.8

14.1

1.9

45.1

46.8 0.9

2.4

今回調査（H23） 122

前回調査（H20） 193

今回調査（H23） 91

前回調査（H20） 21

今回調査（H23） 156

前回調査（H20） 150

今回調査（H23） 175

前回調査（H20） 149

今回調査（H23） 138

前回調査（H20） 135

今回調査（H23） 164

前回調査（H20） 148

＜小学５年生・女子＞

＜小学５年生・男子＞

＜高校２年生・女子＞

＜高校２年生・男子＞

＜中学２年生・女子＞

＜中学２年生・男子＞

52.9

53.3

10.9

8.9

5.1

5.2

1.4

1.5 30.4

29.7

0.7

39.6

39.9

8.5

5.4

12.8

10.843.2

37.8 1.2

0.7

49.4

51.3

18.6

17.3

5.8

4.7

2.6

2.0 24.0

23.7

0.7

26.3

28.9

18.3

17.4

1.7

1.3

0.6

0.7
49.0

53.1

2.7

35.2

38.3

25.4

16.6

4.1

9.3

2.5

4.7 29.0

32.0 0.8

2.1

14.3

14.3

31.9

57.1

2.2

23.8

51.6

4.8

⑧自身の体型評価 

小中高校生では、自分の体型について、『やせたい※』は小学５年生女子で約５割、中学２年

生女子で約７割、高校２年生女子で８割以上。どの年代も女性の方が痩身希望が多い。 

前回と比較すると、「今のままでよい」がやや減少し、「少しだけやせたい」がやや増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「少しだけやせたい」「かなりやせたい」の計 
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【凡例】 

（％） 

知っている 知らない
だいたい

知っている
無回答

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

43.4

41.953.9

48.5

2.8

5.6

1.5

2.5

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

45.5

43.933.5

22.9

21.2

29.6

1.4

1.9

83.5

53.0

55.8

57.659.2

38.3 36.1

80.9

28.7 29.5

66.4

71.4

34.835.6

50.6
54.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

前回調査（Ｈ20） 今回調査（Ｈ23）

一般市民・男性 一般市民・女性 高校２年生・男子

高校２年生・女子 中学２年生・男子 中学２年生・女子

小学５年生・男子 小学５年生・女子

（％）

 

「やせたい」の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨自身の適正体重の認知 

適正体重を『知っている※』人は一般市民で約９割。小中高校生では約７割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「知っている」「だいたい知っている」の計 
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【凡例】 

（％） 

【凡例】 

（％） 

とても

楽しい

楽しいこと

が多い

どちらとも

いえない

楽しくない

ことが多い

まったく

楽しくない
無回答

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

16.5

15.7

47.0

45.1 33.2

32.7

1.6

2.1

0.3

0.5

4.1

1.2

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

46.8

36.5

32.0

30.1 28.3

17.9

1.4

1.5

2.4

1.4

1.3

0.4

わからない 無回答
楽しみに

している

楽しみに

していない

＜園児＞ 件数

今回調査（H23） 511

前回調査（H20） 597

80.8

80.4 5.0

3.3

14.1

15.7

0.5

0.2

基本目標２ 食を通じて豊かな心を育てよう の現状 

 

①食事の楽しさ 

毎日の食事が『楽しい※』と答えた人は、一般市民、園児では大きな変化はないが、小中高

校生では 12.2％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「とても楽しい」「楽しいことが多い」の計 

 

 

 



第２章 食に関する現状と課題 

―14― 

【凡例】 

（％） 

無回答
必ず

している

よく

している

時々

している
あまり

していない

まったく

していない

件数

今回調査（H23） 224

前回調査（H20） 253

今回調査（H23） 316

＜一般市民・男性＞

＜一般市民・女性＞

前回調査（H20） 368

33.5

32.0

23.2

19.8 17.8

17.9

17.8

13.4

11.9

12.1

0.8

50.0

45.7

13.9

22.6

19.0

17.9

11.7

8.7

4.4

3.3

0.9

1.9

今回調査（H23） 268

前回調査（H20） 242

今回調査（H23） 365

前回調査（H20） 325

今回調査（H23） 309

前回調査（H20） 299

＜中学２年生＞

＜小学５年生＞

＜高校２年生＞

64.1

63.9

22.3

19.4 9.0

6.8 2.9

3.7

2.3

1.3

2.7

1.6

59.5

50.5

19.5

21.2 7.7

13.2

10.5 7.4

5.8

1.6

0.5

2.8

40.7

31.0

28.7

19.4 12.8

13.8

20.7 14.9

10.8 6.0

1.2

＜園児＞

今回調査（H23） 511

前回調査（H20） 597

56.0

54.1

24.9

27.8 12.4

12.3

3.9

4.3

0.7

0.6

1.2

2.0

②食事の際のあいさつ 

食事の際に『あいさつしている※』人は、園児、小学５年生は大きな変化はないが、一般市

民男性は 5.0％増加し、中学２年生、高校２年生は約１割増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「必ずしている」「よくしている」「時々している」の計 
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＜小中高校生＞
今回調査=942

前回調査=866

家族と話しながら食べる

自分の部屋で食べる

テレビやビデオを見なが
ら食べる

新聞や雑誌を見ながら食
べる

ゲームやメール、携帯電
話を使いながら食べる

その他

何もしていない

無回答

(%)

76.6

1.9

68.0

3.1

8.8

1.2

3.6

0.4

70.9

3.8

65.1

3.6

12.6

1.2

5.3

1.0

0 50 100

＜園児＞
今回調査=511

前回調査=597

家族と話しながら食べる

テレビやビデオを見なが
ら食べる

遊びながら食べる

その他

何もしていない

無回答

(%)

88.5

49.1

21.3

1.6

1.8

90.8

60.6

0.3

2.8

1.8

0.5

0 50 100

  i
 i

 今回調査（H23）

 前回調査（H20）

74.6

69.6

82.9

86.2

83.2

71.1

92.2

82.2

93.2

92.3
93.2

94.3

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

前回調査（Ｈ20） 今回調査（Ｈ23）

一般市民・男性 一般市民・女性 高校２年生

中学２年生 小学５年生 園児

（％）

※ 

 

「あいさつしている」の割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③食事中にすること 

小中高校生では家族との会話が増加したが、約１割は食事中にゲームや携帯電話をしている。

園児では、テレビ等を見ながら食事をするが約５割。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※園児の「遊びながら食べる」は前回調査では「ゲームやメール、携帯電話をしながら食べる」 
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【凡例】 

（％） 

７回以上 ５～６回 ３～４回 無回答１～２回
まったく

しない
【凡例】 

（％） 

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

28.9

29.6

25.6

27.1 23.0

25.7

16.5

15.7

3.1

3.6

0.7

0.5

【凡例】 

（％） 

７回以上 ５～６回 ３～４回 無回答１～２回
まったく

しない

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 6062.6
2.8

7.9 25.1 60.6 1.0

行事食年５回以

上かつ郷土料理

年１回以上

行事食年５回以

上かつ郷土料理

は食べない

行事食年４回以

下かつ郷土料理

年１回以上

行事食年４回以

下かつ郷土料理

は食べない

まったく

しない

件数

＜一般市民＞ 606

【年代別】

20歳代 67

30歳代 98

40歳代 84

50歳代 76

60歳代 181

70歳以上 96

14.9

14.3

25.0

23.7

25.4

43.8

38.8

39.8

31.0

27.6

22.7

24.0

9.0

4.8

14.5

22.1

18.8

37.3

43.9

39.3

34.2

27.6

10.4

2.0

2.2

3.1

13.424.9 29.2 31.4 1.2

④行事食の実施状況 

１年間に家庭で行う行事食の回数は、「５回以上」が半数以上だが、大きな変化はなし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤郷土料理の実施状況 

１年間に家庭で食べる郷土料理の回数は、「まったくしない」が６割以上。 

１年間に郷土料理を１回以上または行事食を５回以上実施している人は、一般市民で 67.5％。

年代別では 30 歳代以降年齢が上がるにつれて増加し、70 歳以上では 86.6％。 

 

 

 

 

 

 

 

◆１年間に郷土料理を１回以上実施しているまたは行事食を５回以上実施している人※の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※「行事食年５回以上かつ郷土料理年１回以上」「行事食年５回以上かつ郷土料理は食べない」「行事食年４回以下かつ郷

土料理年１回以上」の計 
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【凡例】 

（％） 

【凡例】 

（％） 

知っている 知らない
だいたい

知っている
無回答

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

10.9 29.4

32.813.6 51.2

57.3 2.5

2.3

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

9.7 19.2

21.15.5 72.5

70.4 0.7

0.8

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

25.7 41.6

37.3 4.011.3 19.6

14.9 16.2

27.8

1.7

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

20.8 21.9

12.87.6 18.7

20.1 37.0

59.9 0.9

0.2

無回答
よく内容を

知っている

だいたい内容

を知っている

内容はあまり知

らないが、言葉

は聞いたことが

ある

はじめて

聞いた

基本目標３ 食を通じて環境にやさしい生活をしよう の現状 

 

①地元食材の認知 

小牧市の地元産の食材について『知っている※1』と回答した人は、一般市民では 6.1％減少

し、小中高校生では 2.3％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1「知っている」「だいたい知っている」の計 

 

 

②地産地消の認知度 

「地産地消」の内容の認知度※2は、一般市民では 18.7％増加、小中高校生では 22.3％増加

と、大幅に上昇。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2「よく内容を知っている」「だいたい内容を知っている」の計 
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【凡例】 

（％） 

無回答
意識して購

入している

どちらかと

いえば意識

して購入し

ている

どちらとも

いえない
あまり意識

していない

まったく

意識して

いない

地元のもの

は購入して

いない
【凡例】 

（％） 

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

7.1 16.5

21.7

33.8

31.87.6 22.0

25.6

14.5

15.0

0.8

0.6

1.2

1.9

残さなかった
少しだけ残す

ことがあった

たくさん残す

ことがあった
無回答

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

73.4

71.6

25.1

27.4

0.9

1.0

0.1

0.5

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

56.5

54.8

38.5

40.3 4.2

4.4

0.7

0.6

＜園児＞

今回調査（H23） 511

前回調査（H20） 597

23.9

20.3

65.8

68.7 10.7

9.6

0.3

0.8

③地元食材の購入状況 

地元産の野菜や果物を『意識して購入している※』は 23.6％にとどまり、5.7％減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「意識して購入している」「どちらかといえば意識して購入している」の計 

 

 

④食べ残しの状況 

１週間の食事の食べ残しは、「残さなかった」が一般市民、小中高校生、園児ともに２～３％

程度増加。 
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  i
 i

 今回調査（H23）

 前回調査（H20）

今回調査=606

前回調査=683

庭や畑で栽培している

鉢植えで栽培している

過去に栽培していたことが
ある

その他

全く栽培していない

わからない

無回答

(%)

33.8

11.9

12.0

2.5

41.7

1.0

1.0

30.3

8.9

11.6

2.5

47.0

0.1

1.2

0 20 40 60

⑤自宅での栽培 

自宅で『食べる野菜を栽培している※』人は全体で 45％以上となり、「庭や畑で栽培してい

る」は 3.5％、「鉢植えで栽培している」は 3.0％増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「庭や畑で栽培している」「鉢植えで栽培している」の計 
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【凡例】 

（％） 

無回答
よく内容を

知っている

だいたい内容

を知っている

内容はあまり

知らないが、

言葉は聞いた

ことがある

はじめて

聞いた

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

6.8 39.4

35.9

14.7

14.37.0 40.7

38.1

2.0

1.0

＜小中高校生＞

今回調査（H23） 942

前回調査（H20） 866

10.7 28.9

25.9

15.2

24.69.1 38.3

44.9

2.1

0.3

＜園児保護者＞

今回調査（H23） 511

前回調査（H20） 597

6.5 45.8

44.1 3.74.0 47.2

43.4 2.9

1.0

1.4

基本目標４ 食育を広めよう の現状 

 

①「食育」の認知 

「食育」について、『内容を知っている※1』は一般市民で 3.3％、小中高校生で 4.6％、園児

の保護者で 4.2％増加。一方で、言葉の認知度※2は小中高校生が 11.2％と大きく増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1「よく内容を知っている」「だいたい内容を知っている」の計 

※2「よく内容を知っている」「だいたい内容を知っている」「内容はあまり知らないが言葉は聞いたことがある」の計 
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【凡例】 

（％） 

関心がある 無回答

どちらかと

いえば関心

がある

どちらかと

いえば関心

がない
関心がない わからない

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

11.7

20.1

42.2

45.1 21.5

21.6

4.1

7.6

8.2

13.2

1.0

3.6

＜園児保護者＞

今回調査（H23） 511

前回調査（H20） 597

21.3

22.9

56.2

57.3 12.2

14.5

1.0

2.7

5.5

4.5

1.0

0.8

無回答
積極的に

している

できるだけ

するように

している

あまり

していない

したいと思

っているが、

実際には

していない

したいとは

思わないし、

していない

【凡例】 

（％） 

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

前回調査（H20） 683

25.2

30.62.8

1.8

35.0

34.5

18.3

22.1

11.1

12.9

2.2

3.5

②食育についての関心 

「食育」に『関心がある※1』は一般市民では 53.9％、園児の保護者では 77.5％となり、前

回調査と比較すると一般市民では 11.3％減少。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1「関心がある」「どちらかといえば関心がある」の計 

 

 

 

③「食育」に関する活動や行動 

「食育」に関する活動や行動を『している※2』は 27.0％となり、6.4％減少。「したいと思っ

ているが実際にはしていない」が増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2「積極的にしている」「できるだけするようにしている」の計 
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無回答

知っており、

活動に参加

している

だいたい

活動内容を

知っている

活動内容はあまり

知らないが、

名称は聞いた

ことがある

はじめて

聞いた
【凡例】 

（％） 

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 6062.6 15.5 80.9 1.0

無回答
よく内容を

知っている

だいたい内容

を知っている

内容はあまり

知らないが、

言葉は聞いた

ことがある

はじめて

聞いた
【凡例】 

（％） 

＜一般市民＞ 件数

今回調査（H23） 606

0.7

6.3 29.7 62.4 1.0

④「こまき食育応援団（サポーター）」の認知 

「こまき食育応援団（サポーター）」について、『活動内容を知っている※1』は 2.6％と１割

未満。また、名称の認知度は 18.1％。 

 

 

 

 

 

 

 

※1「知っており、活動に参加している」「だいたい活動内容を知っている」の計 

 

 

 

⑤「小牧市食育推進計画」の認知 

「小牧市食育推進計画」について、『内容を知っている※2』は 7.0％と１割未満。一方で、言

葉の認知度※3は 36.7％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※2「よく内容を知っている」「だいたい内容を知っている」の計 

※3「よく内容を知っている」「だいたい内容を知っている」「内容はあまり知らないが言葉は聞いたことがある」の計 
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２－２ 小牧市食育推進計画の評価 

❏ 第１次計画では、計画の進捗と評価を行うため、12 項目、23 指標を目標指標として掲げ

ました。 

❏ 23 指標のうち目標達成は２指標にとどまっています。目標指標には達しなかったものの第

１次計画策定時よりも上昇しているのは 12 指標、逆に下降しているのは９指標となって

います。 
 

基本目標 目標指標 
指標数値 

平成 20 年度数値 目標数値 H23 評価

基本目標１ 

食を通じて 

健やかな身体 

をつくろう 

（１）毎日朝食を食べる人の増加 

一般市民 87.8％ 90% 86.6％ × 

小中高校生 80.9％ 95% 88.7％ ○ 

園 児 93.1％ 95% 94.3％ ○ 

（２）自分の食生活がよいと思う人の増
加 

一般市民 82.1％ 90% 79.7％ × 

（３）食事バランスガイドを知っており、食
事に活かす人の増加 

一般市民 55.9％ 70% 50.8％ × 

園児保護者 51.6％ 70% 54.2％ ○ 

（４）食と健康に関して「食品の安全性」
に関心のある人の増加 

一般市民 33.8％ 50% 18.2％ × 

基本目標２ 

食を通じて 

豊かな心を 

育てよう 

（５）食事が楽しいと回答する人の増加 

一般市民 60.8％ 80% 63.5％ ○ 

小中高校生 66.6％ 80% 78.8％ ○ 

園 児 80.4％ 90% 80.8％ ○ 

（６）「いただきます」「ごちそうさま」など
のあいさつをする人の増加 

一般市民 61.8％ 70% 59.9％ × 

小中高校生 69.8％ 75% 78.6％ ◎ 

園 児 81.8％ 90% 80.9％ × 

（７）行事食を年５回以上実施している
人の増加 

一般市民 56.7％ 65% 54.5％ × 

基本目標３ 

食を通じて 

環境にやさしい 

生活をしよう 

（８）地元産食材を購入している人の増
加 

一般市民 29.3％ 40% 23.6％ × 

（９）食事の食べ残しをしなかった人の
増加 

一般市民 71.6％ 85% 73.4％ ○ 

小中高校生 54.8％ 65% 56.5％ ○ 

園 児 20.3％ 50% 23.9％ ○ 

（10）自宅で食べる野菜を栽培してい
る人の増加 

一般市民 39.2％ 45% 45.7％ ◎ 

基本目標４ 

食育を 

広めよう 

（11）「食育」を知っている人の増加 

一般市民 42.9％ 80% 46.2％ ○ 

小中高校生 35.0％ 75% 39.6％ ○ 

園児保護者 48.1％ 95% 52.3％ ○ 

（12）「食育」に関する活動や行動をし
ている人の増加 

一般市民 33.4％ 40% 27.0％ × 

※ 「◎」は目標達成、「○」は目標未達成だが前回よりも上昇、「×」は前回よりも下降していることを表している。 



第２章 食に関する現状と課題 

―24― 

 

❏ 基本目標１では、全ての指標で目標達成に至りませんでした。しかし、幼稚園や保育園の

保護者や小中高校生では「毎日朝食を食べる」「食事バランスガイドを知っており、食事

に活かす」といった項目では、目標達成には至らない項目でも上昇傾向にあります。一方

で、「毎日朝食を食べる」「自分の食生活がよい」「食事バランスガイドを知っており、食

事に活かす」「『食品の安全性』に関心がある」の全ての項目において市民は下降していま

す。特に、「食と健康に関して『食の安全性』に関心がある人」は大きく減少しています。 

 

❏ 基本目標２では、「『いただきます』『ごちそうさま』などのあいさつをする」が小中高校

生で目標達成しています。目標達成には至らなかったものの横ばいから上昇傾向にあるも

のが７指標のうち３指標、下降しているのは３指標となっています。中でも、「食事が楽

しい」と回答している人は全ての年代において上昇傾向にあります。一方で、幼稚園や保

育園の保護者や市民では「『いただきます』『ごちそうさま』などのあいさつをする」「行

事食を５回以上実施している」がわずかながら下降傾向となりました。 

 

❏ 基本目標３では、「自宅で食べる野菜を栽培している」が目標達成しています。「食事の食

べ残しをしない」も全ての年代において上昇傾向にあります。一方で「地元産食材を購入

している」はやや下降しました。 

  

❏ 基本目標４では、目標達成をした指標はありませんでした。「『食育』を知っている」は全

ての年代において上昇傾向となりました。一方、「『食育』に関する活動や行動をしている」

は下降しており、食育の輪を広げていくことが課題となっています。 
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２－３ 小牧市の食に関する現状と課題 

❏ 小牧市食生活等に関するアンケート調査から小牧市の食に関する現状と課題を整理しま

す。 

 

 

基本目標１ 食を通じて健やかな身体をつくろう 

【 現 状 】 

 朝食は９割弱が「ほとんど毎日」食べている状況にあります。一方で「ほとんど食べない」は

6.3％です。小中高校生は大幅に改善しました。 

 朝食を食べない理由は「時間がない」と「食欲がわかない」がほぼ半数となっています。小中

高校生は「時間がない」、園児は「食欲がわかない」が高い状況にあります。 

 朝食を食べている人でも、野菜やおかず、果物はそれぞれ２～３割となっています。園児は乳

製品や牛乳・ジュース、菓子パン等が高く、野菜は低く、２割が買ってきたものをそのまま食

べている状況にあります。 

 夕食について、小中高校生の夕食を食べない理由は、「ダイエット」が３割となっています。「食

事の準備がしていない」も１割弱あります。 

 食生活に何らかの「問題がある」と思っている人は 76.1％、「改善が必要な問題がある」と思

っている人は 19％で、その問題は、「栄養のバランス」が１位となっています。 

 食生活において気にしていることは、「食品表示をみる」「高くても安全性の高いものを買う」

が前回調査に比べて大きく減少しています。前回の調査が食への関心が高まった時期ではあり

ましたが、関心が低くなっていることがわかります。 

 食事バランスガイドの言葉の認知度は７割強ですが、内容の認知度は４割にとどまっています。

しかし、内容の理解は前回調査に比べて大幅に上昇しています。また、内容を知っている人で

も参考にしているのは半数程度にとどまっています。 

 体型については一般市民の半数以上が「やせたい」と考えています。そして、適正体重を「知

っている」は９割となっています。また、小中高校生では半数が「やせたい」と考えており、

適正体重を「知っている」のは７割です。 

 小中高校生のダイエット経験は２割となっています。 

 「内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）」の認知度は 97.9％とかなり高い状況です。 

 食と健康の関心の内容は、「血糖値」と「体重」は上昇していますが、「食品の安全性」は大き

く減少しました。 

 食べる速度は「速い」が一般市民では３割、小中高校生では２割、園児では１割、園児保護者

では３割強となっています。 

 よく噛んで味わって食べているかという設問に、一般市民では、「食べていない」が３割弱、「わ

からない」が２割です。小中高校生では「食べていない」が１割と「わからない」が３割、園

児ではどちらも２割弱ずつとなっています。 

 「噛ミング３０」を初めてきいたのは一般市民では４割、小中高校生、園児の保護者では７割

弱です。 
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 食習慣、生活習慣については、子どもは親の影響を受けるため、親への働きかけ

が課題となっています。 

 啓発はポスターや資料配布にとどまっており、実践に向けた働きかけ、動機づけ

が必要です。 

 食事バランスガイドの理解を深めるとともに、実際に活用するための働きかけが

必要です。 

 自分の体型を正しく認知できていない子どもが多い現状のため、いかに子ども自

身へ正しい健康観を持たせる働きかけができるかが課題です。 

 病気等のリスクが高い人に対して、食生活改善の意識を高め、実践へと結びつけ

ていくことが課題です。 

 職場との連携を図るための関係づくりが課題となっています。 

 関係機関や関係者が横の連携を図る必要があります。 

 ゆっくりと味わって食べること、噛むことの大切さの啓発や意識づけをしていく

必要があります。 

 

 

基本目標２ 食を通じて豊かな心を育てよう 

【 現 状 】 

 食事が「楽しい」と感じている人は、園児や小中高校生では８割前後を占めますが、一般市民

では６割程度にとどまっています。 

 食事のときのあいさつは、「している人」が一般市民では８割弱、小中高校生では９割、園児

では９割以上となっていますが、年齢が上がるに従って「しない人」の割合も高くなります。 

 一般市民では朝食は４割弱、夕食は２割が孤食。小中高校生では朝食で４割、夕食で１割です。

園児でも朝食の５％は孤食となっています。 

 小中高校生のうち１割は食事中にゲームや携帯電話をしています。家族との会話は前回調査に

比べて上昇しています。園児では、テレビ等を見ながら食事をする人が半数を占めています。 

 郷土料理は、「まったくしない」が６割を占めています。 

 

 

 食習慣、生活習慣については、子どもは親の影響を受けるため、親への働きかけ

が課題となっています。 

 昔ながらの郷土料理、行事食は旬の農産物を利用し、手間隙がかかるものが多い

ため、敬遠されがちになっていることが考えられます。 

 まずは、講習会の開催等、学習機会の提供が必要です。 

 

課 題 

課 題 
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基本目標３ 食を通じて環境にやさしい生活をしよう 

【 現 状 】 

 地元食材の認知度は前回の調査に比べて減少しています。また、地元食材の購入率も減少して

います。 

 その一方で、「地産地消」の内容の認知度が大幅に上昇しています。 

 農業の大変さや楽しみをＰＲし、理解が深まっていますが、新規農業の担い手の確保までは

至っていません。 

 学校給食において、地場産品の活用に努めていますが、必要量の確保が困難な状況です。 

 生産者の高齢化、後継者不足の中で、地場産品を活用できるほどの量を確保することが難しく

なっています。 

 マイバックの持参率はかなり高くなっていることから、さらなる環境にやさしい食生活の啓発

と実践を促すことが必要です。 

 家庭菜園等での栽培経験は半数程度の人があります。 

 

 

 「地産地消」の理解が深まっている中で、地元食材の購入率は前回調査に比べて

下がりました。地産地消、環境にやさしい生活の視点から、理解から実践へと移

行する取り組みが必要です。 

 農業への理解や関心を深め、新規就農者の確保につなげていく取り組みが必要で

す。 

 地場産品の生産者の育成や生産量を確保する取り組みを行う必要があります。 

 環境にやさしい食生活をより積極的に活動を行うための取り組みが必要です。 

 マイバックの持参率の増加に加え、より環境にやさしい生活をするために、さら

なる啓発と実践を促すことが必要です。 

 気軽に家庭菜園等の栽培ができるような環境の整備が必要です。 

 

課 題 
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基本目標４ 食育を広めよう 

【 現 状 】 

 食育について、認知度は高くなっていますが、計画の認知度は１割未満です。また、「こまき

食育応援団（サポーター）」の認知度も 2.6％にとどまっています。 

 食育への関心は一般市民で５割以上ありますが、前回調査よりも減少しています。園児の保護

者では８割以上と高い状況を維持しています。 

 小中高校生の「食生活について教わったこと」は全体的に上昇しており、食育についての理解

が高まっていることがわかります。 

 食育のための行動を「している人」は４人に１人であり、前回調査に比べて減少しています。 

 食育に関する様々な取り組みが行われていますが、まだまだ認知度は低い状況です。継続的に

実施することによって認知度は向上していくと考えられますが、即効性は期待できない状況で

す。 

 

 

 計画やこまき食育応援団（サポーター）等のさらなるＰＲを行い、活動への協力、

参加を促すことが必要です。 

 食育への関心は対象年齢によって大きく差があることから、年齢に応じた取り組

みが必要です。 

 講座参加者への知識普及だけではなく、その家族や地域の方に知識と実践を拡大

していくことが課題です。 

 食育に関する様々な活動への理解を深め、参加者を増加させることが必要です。 

 

課 題 
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 現 状現 状 課 題課 題

「噛ミング３０」を初めてきいたのは一般市民で４割、小中高
校生、園児の保護者では７割弱

よく噛んで味わって食べているかは一般市民では、「食べ
ていない」３割弱、小中高校生、園児は１～２割程度

食べる速度は「速い」が一般市民では３割、小中高校生で
は２割、園児では１割、園児の保護者では３割強

食と健康の関心内容は、「血糖値」と「体重」は上昇してい
るが、「食品の安全性」は大きく減少

「メタボリックシンドローム」の認知度は９割弱

小中高校生のダイエット経験は２割

一般市民、小中高校生の半数以上が「やせたい」

食事バランスガイドの言葉の認知度は７割強だが、内容の
認知度は４割にとどまる

食生活において気にしていることは、「食品表示をみる」「高
くても安全性の高いものを買う」が前回調査に比べて大きく
減少

食生活の問題は、「栄養のバランス」

食生活に何らかの「問題がある」と思っている人は76.1％、

小中高校生の夕食を食べない理由は、「ダイエット」が３割、
「食事の準備がしていない」も１割弱

朝食を食べている人でも、朝食の内容には課題もある

朝食を食べない理由は「時間がない」と「食欲がわかない」

朝食は９割弱が「ほとんど毎日」食べている

「噛ミング３０」を初めてきいたのは一般市民で４割、小中高
校生、園児の保護者では７割弱

よく噛んで味わって食べているかは一般市民では、「食べ
ていない」３割弱、小中高校生、園児は１～２割程度

食べる速度は「速い」が一般市民では３割、小中高校生で
は２割、園児では１割、園児の保護者では３割強

食と健康の関心内容は、「血糖値」と「体重」は上昇してい
るが、「食品の安全性」は大きく減少

「メタボリックシンドローム」の認知度は９割弱

小中高校生のダイエット経験は２割

一般市民、小中高校生の半数以上が「やせたい」

食事バランスガイドの言葉の認知度は７割強だが、内容の
認知度は４割にとどまる

食生活において気にしていることは、「食品表示をみる」「高
くても安全性の高いものを買う」が前回調査に比べて大きく
減少

食生活の問題は、「栄養のバランス」

食生活に何らかの「問題がある」と思っている人は76.1％、

小中高校生の夕食を食べない理由は、「ダイエット」が３割、
「食事の準備がしていない」も１割弱

朝食を食べている人でも、朝食の内容には課題もある

朝食を食べない理由は「時間がない」と「食欲がわかない」

朝食は９割弱が「ほとんど毎日」食べている

郷土料理は、「まったくしない」が６割

小中高校生のうち１割は食事中にゲームや携帯電話。園
児では、テレビ等を見ながら食事をする人が半数

朝食は３人に１人、夕食は５人に１人が孤食。小中高校生
では朝食で４割、夕食で１割。園児でも朝食の５％は孤食

食事のときのあいさつを「している人」が一般市民では８割
弱、小中高校生では９割、園児では９割以上

食事が「楽しい」は、園児や小中高校生では８割前後、一般
市民では６割程度

郷土料理は、「まったくしない」が６割

小中高校生のうち１割は食事中にゲームや携帯電話。園
児では、テレビ等を見ながら食事をする人が半数

朝食は３人に１人、夕食は５人に１人が孤食。小中高校生
では朝食で４割、夕食で１割。園児でも朝食の５％は孤食

食事のときのあいさつを「している人」が一般市民では８割
弱、小中高校生では９割、園児では９割以上

食事が「楽しい」は、園児や小中高校生では８割前後、一般
市民では６割程度

家庭菜園等での栽培経験は半数以上

マイバックの持参率はかなり高い

環境にやさしい食生活の普及啓発

給食において、地場産品の活用に努めているが、必要量
の確保が困難な状況

新規農業の担い手の確保までは至っていない

「地産地消」の内容の認知度が大幅に上昇

地元食材の認知度、購入率は減少

家庭菜園等での栽培経験は半数以上

マイバックの持参率はかなり高い

環境にやさしい食生活の普及啓発

給食において、地場産品の活用に努めているが、必要量
の確保が困難な状況

新規農業の担い手の確保までは至っていない

「地産地消」の内容の認知度が大幅に上昇

地元食材の認知度、購入率は減少

食育に関する様々な取り組みが行われているが、まだまだ
認知度は低い

食育のための行動を「している人」は４人に１人

小中高校生の食育についての理解が高まっている

一般市民の食育への関心はやや低下

計画、こまき食育応援団（サポーター）の認知度は１割未満

食育に関する様々な取り組みが行われているが、まだまだ
認知度は低い

食育のための行動を「している人」は４人に１人

小中高校生の食育についての理解が高まっている

一般市民の食育への関心はやや低下

計画、こまき食育応援団（サポーター）の認知度は１割未満

噛むことの大切さの啓発と理解

関係機関や関係者が横の連携を図る必要

地域や職場との連携を図るための関係づくり

食生活改善の意識を高め、実践へと結びつ
けていく

子ども自身へ正しい健康観を持たせる働きか
けが必要

食事バランスガイドの活用

実践に向けた働きかけ、動機づけが必要

子どもは親の影響を受けるため、親への働き
かけが課題

噛むことの大切さの啓発と理解

関係機関や関係者が横の連携を図る必要

地域や職場との連携を図るための関係づくり

食生活改善の意識を高め、実践へと結びつ
けていく

子ども自身へ正しい健康観を持たせる働きか
けが必要

食事バランスガイドの活用

実践に向けた働きかけ、動機づけが必要

子どもは親の影響を受けるため、親への働き
かけが課題

食と健康に関する課題

郷土料理、行事食は敬遠をされがち
郷土料理、行事食の学習から始める

親への働きかけが課題

郷土料理、行事食は敬遠をされがち
郷土料理、行事食の学習から始める

親への働きかけが課題

食と心に関する課題

家庭菜園等の栽培ができるような環境の整
備

より環境にやさしい生活をするために、さらな
る啓発と実践を促す

環境にやさしい食生活の実践

地場産品の生産者の育成や生産量を確保

新規就農者の確保

地産地消を理解から実践へ、購入率の向上

家庭菜園等の栽培ができるような環境の整
備

より環境にやさしい生活をするために、さらな
る啓発と実践を促す

環境にやさしい食生活の実践

地場産品の生産者の育成や生産量を確保

新規就農者の確保

地産地消を理解から実践へ、購入率の向上

食と環境に関する課題

講座参加者だけでなく、家族や地域の方に知
識と実践を拡大

年齢に応じた取り組みが必要

計画や活動のさらなるＰＲ

講座参加者だけでなく、家族や地域の方に知
識と実践を拡大

年齢に応じた取り組みが必要

計画や活動のさらなるＰＲ

食育の理解と実践に関する課題


